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編
集
後
記

▽
　
第
四
十
四
輯
は
例
年
の
ご
と
く
国
語
学
の
論
考
を
集
め
て
刊
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
例
年
、
刊
行
が
や
や
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
い
く
ら

か
早
め
に
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

▽
　
今
回
は
、
国
語
学
の
大
学
院
生
の
論
考
二
篇
と
、
今
春
卒
業
し
た
学
生
の

卒
業
論
文
を
ま
と
め
直
し
た
論
考
二
篇
と
で
一
輯
を
な
す
こ
と
と
な
り
、
新

進
の
論
考
ば
か
り
と
な
っ
た
。
未
熟
の
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

御
批
正
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

▽
　
森
山
卓
郎
氏
の
論
考
は
、
新
し
い
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
論
を
提
出
し
よ

う
と
い
う
意
欲
的
な
も
の
で
あ
る
。
李
漢
雙
氏
の
論
考
は
、
韓
国
語
に
入
っ

た
日
本
語
を
検
討
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野

に
鍬
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
石
亨

・
森
賀

一
恵
両
氏
の
論
考
は
今
春
の

卒
業
論
文
の
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
着
実
な
国
語
語
彙
史
研
究
の
一
例
と

言
え
よ
う
。
こ
の
他
に
も
予
定
さ
れ
た
論
考
が
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
締

切
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
次
の
機
会
に
期
待
し
た
い
。

（前
田
富
棋
）

翻

投

稿

規

定

０

０
直
接
購
読
者
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
原
稿
の
内
容
は
国
語

・
国
文
学
、
国
語
教

育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
分
量
は
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内
と
す
る
。

○
原
稿
の
送
り
先
は
「〒
五
六
〇

豊
中
市
待

兼
山
町

一
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

内
、
語
文
編
輯
委
員
」
宛
。

○
原
稿
の
採
否
は
編
輯
委
員
に
一
任
の
こ
と
。

○
採
用
し
な
か
っ
た
原
稿
は
返
送
料
が
添
附

し
て
あ
れ
ば
返
送
に
応
ず
る
。

〇

一
括
購
読
者
が
投
稿
す
る
際
に
は
代
表
者

か
ら
紹
介
せ
ら
れ
た
い
。

¨
雑
誌
の
寄
贈

・
交
換

・
購
読
に
つ
い
て

○
雑
誌
の
寄
贈

・
交
換

・
講
読
は
〒
五
六
〇

豊
中
市
待
兼
山
町

一　
大
阪
大
学
文
学
部
国

文
学
研
究
室
宛
に
願
い
た
い
。

（駈
請

一鉄
救
（錐
引

一四

一三
正

一二
〇
）
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